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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は，小型衛星の長期に渡る軌道高度の変化を推定するために，太陽活動に伴い長期的に変

動する大気密度を推定する手法を検討したものである．また，デオービットセイルを持つ衛星の軌

道高度変化を推定するのに有用な手法を開発した．つまり本研究は，小型衛星の需要拡大に伴い必

要となる，運用終了後にデブリ化するリスクを低減するために有用な解析シミュレーションシステ

ムの開発において新しい知見を与えたもので，航空宇宙工学上寄与するところが大きく，博士（工

学）の学位論文に値すると認める． 

 

 


